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１.  コロナ禍にあっても「働くことを軸とする安心社会」
の実現に向け、働く仲間が共闘し未来への一歩を踏
み出そう。

足下の経済指標は回復基調にあり、コロナ禍の影響
や世界経済の不安定要因など先行き不透明感はあるも
のの、2021 年度末にはコロナ前のＧＤＰ水準をほぼ回
復し、2022 年度には超えることが見込まれる。

 一方で勤労者家計は長期にわたり低迷し、コロナ禍
で我慢を強いられている。セーフティネットが脆弱な
ため、有期・短時間・契約等労働者などが深刻な影響
を受けている。経営基盤の弱い中小企業やコロナ禍の
影響が大きい産業で働く労働者も厳しい状況にある。
とりわけ、非正規雇用の約 7 割を占める女性労働者の
雇用の不安定さや生活面への影響が大きい。また、依
然として是正されない男女間賃金格差をより拡大させ、
固定化している。したがって、これまで以上に取り組
みを強化する必要がある。

その根っこには、不安定雇用の拡大と中間層の収縮、
貧困や格差の拡大などコロナ以前から積み重なってき
た分配のゆがみがあり、また、人口動態やライフスタ
イル、産業構造の変化など中長期を展望して対応しな
ければならない課題がある。

今こそ、「働くことを軸とする安心社会」の実現に向
けて、働く仲間の力を結集し現状を動かしていくべき
時である。それは主体的に未来をつくっていく労働運
動の社会的責任でもある。われわれは、経済の後追い
ではなく、経済・社会の活力の原動力となる「人への
投資」を積極的に求める「未来づくり春闘」1 を展開し
ていく。

2022 春季生活闘争は、「総合生活改善闘争」の位置
づけのもと、国民生活の維持・向上をはかるため、労
働組合が前に出て、こうした社会・経済の構造的な問
題解決をはかる「けん引役」を果たす闘争として組み
立てる。

２.  すべての組合が賃上げに取り組むことで、「底上げ」
「底支え」「格差是正」の取り組みを加速させ、分配
構造を転換する突破口とする。働き方の改善、経済
対策などとセットで経済を自律的な回復軌道にの
せる。

2022 春季生活闘争においては、①賃上げ、②働き方
の改善、③政策・制度の取り組みを 3 本柱として、感
染症対策をはかりながら景気を安定的に回復させつつ、
中期的に分配構造を転換し「働くことを軸とする安心
社会」の実現への道を切り拓いていく。

連合は、2014 闘争以降、月例賃金の引き上げにこだ
わり、賃上げの流れを継続・定着させてきた。フルタ
イムで働く組合員については、賃上げ分が明確にわか
る中小組合の賃上げ分が率で全体を上回り、有期・短
時間・契約等で働く組合員の賃上げがフルタイムで働
く組合員の平均を上回るなど、格差是正と「働きの価
値に見合った賃金水準」を意識した取り組みが前進し
ている。雇用の確保を大前提に、それぞれの状況の違
いを理解しながら、すべての組合が賃上げに取り組む
ことを基本に据え、全体の底上げと同時に規模間、雇
用形態間、男女間などの格差是正の流れを加速させる。

コロナ禍にあって誰もが安心・安全に働くことがで
きること、超少子高齢・人口減少社会という大きなト
レンドを踏まえ個々人のニーズにあった多様な働き方
が選択できるようにすることは喫緊の課題である。引
き続き、長時間労働是正、有期・短時間・契約等労働
者の雇用安定や処遇改善、65 歳までの定年引き上げや 
70 歳までの雇用確保、テレワークの導入、障がい者雇
用の取り組み、ハラスメント対策など、働き方の改善
に取り組む。

国内外の経済下振れリスクがある中で、こうした「人
への投資」を積極的に行うことこそ、経済の好循環を
起動させ、自律的な回復軌道にのせていくカギになる。

雇用不安・将来不安を払しょくし景気を安定的に回
復させるうえで、経済対策、補正予算、2022 年度予算
による政策的下支えは重要である。雇用対策には万全
を期す必要があり、雇用調整助成金の特例措置等各種
支援策の延長とその財源の確保、社会的セーフティネ
ットの維持・強化に全力で取り組む。

３.  「みんなの春闘」2 を展開し、集団的労使関係を広げ
ていこう。

引き続き、生産性三原則にもとづく建設的な労使交
渉を通じ成果の公正な分配をはかり、広く社会に波及
させていく。社会的影響力を高めるには、より多くの
働く仲間を結集することが必要であり、多様な働く仲
間を意識した取り組み展開ができるよう工夫する。

春季生活闘争は、労働組合の存在意義をアピールで
きる場でもある。組織化と連動し、集団的労使関係を
社会に広げていく機会とする。すべての働く仲間を視
野に入れ社会的課題を解決していくには、企業労使間
の交渉のみならず、国・地域・産業レベルでの政労使
の対話が不可欠である。あらゆる機会を通じて対話を
重ね相互理解を深めていく。

連合HP（https://www.jtuc-rengo.or.jp/activity/roudou/shuntou/2022/houshin/data/houshin20211202.pdf）より抜粋して掲載する。

2022 春季生活闘争スローガン： 未来をつくる。みんなでつくる。

１連合の正式な用語としては「春季生活闘争」を用いるが、組織外への発信として短くなじみやすい表現として「春闘」を用 いる。
２「春闘」という用語を用いることについて、脚注１を参照。


